那覇市様式（R７．12～）            　　　　　　　　　　　　　　　　　                            

那覇市様式（R７.12～）

各 教 科
第○学年　○○○学習指導案

令和○年○月○日（○）○校時　□：□～□：□
（  ○○○○　）学校　○年○組○名

指導者　■■■　■■■　　　eq \o\ac(○,印)
１　学校で育成を目指す資質・能力　
	知識・技能　　　　　　　　　　　　　　　　思考力・判断力・表現等　　　　　　　　　　学びに向かう力・人間性


２　単元の概要
	単元名
	※MS明朝


	内容のまとまり
	※MS明朝



	単元の目標
	※MS明朝



	単元で取り上げる
言語活動
	※MS明朝





３　単元について
（１）教材観　　　※体育科の場合は，①運動の特性　②子どもから見た動きの楽しさ

※MS明朝
（２）児童生徒観　※小学校は「児童観」、中学校は「生徒観」と明記する。
※MS明朝

（３）指導観

※MS明朝

４　単元の評価規準
	知識・技能【知】
	思考・判断・表現【思】
	主体的に学習に取り組む態度【態】

	①
※MS明朝

	①
※MS明朝


	①
※MS明朝



	
	
	


４　単元の評価規準　※外国語活動及び外国語については、下記の表に記載する。
	領域
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	○○こと
	〈知識〉

①

〈技能〉
①
	①

②

③


	①

②

③



	○○こと
	〈知識〉

①

〈技能〉
①
	①

②

③


	①

②

③




５　「本単元の指導と評価の計画（全□時間）」および「本単元に係る学習の系統」
	学習の系統(前)
	※MS明朝




　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（例1）　小学校国語
	時
	ねらい(◎)・学習活動（■）
	□指導上の留意点
	【評価項目】：評価方法

	１
	
	
	

	２・３・４
	
	
	【知①】：カード
　・文意に沿った活用状況

【思①】：ワークシート①
　・カードの並び順とその順序にした理由
【態①】：観察・ワークシート②
　・友達との関わりを通して並び順を見直している様子

	５・
	
	
	【思②】：ワークシート③

　・友達の報告に対する感想の記述


　　（例２）　中学校数学
	時
	ねらい(◎)・学習活動（■）
	重点
	記録
	備考
【評価項目】：評価方法

	
	
	態
	
	【態①③】：「学びの足跡」シート

	
	
	知
	○
	【知④⑤】：小テスト

	
	
	思
	○
	【思②】：行動観察



	学習の系統(後)
	※MS明朝




６　本時の学習（▲/□時間）
（１）目標
※MS明朝
（２）授業仮説

※MS明朝

   　（授業仮説の表現例）

　　　「〇〇〇において，〇〇〇すれば，〇〇〇になるであろう。」

　　　　場・内容の限定　　　投入方法　　　　　期待される効果

　　　　　　　　　　　　　　　　方法・手立て　　ねらい・めざす子ども
（３）展開

	段階
	学習活動
	□指導上の留意点
◆予想される児童生徒の反応
	評価規準
【評価項目】(評価方法)

	導
入
( )
分
	１

※MS明朝


	※MS明朝


	※MS明朝



	展
開
( )
分
	２　めあて

３

（１）
（２）
（３）

４

	【「努力を要する」状況と判断される児童生徒への支援】


	

	終
末
( )
分
	５　まとめ

６　振り返り

	
	

	
	
	
	


（４）本時の評価の〈概ね満足できる状況〉の具体例
	【評価項目】
評価規準
	（評価方法）

具体的な姿やノート記述例

	【　　　】
※MS明朝



	（　　　　　　）

※MS明朝


	（　　　　　　）


（５）板書計画

	


※教科の特性を踏まえて，「場の設定」や「準備物」等について必要な場合は記載する。

作成にあたっては，別紙【作成上の留意点】を参考にすること





★作成に当たって使用するフォントについて、みだしをMSゴシック体、それ以外はMS明朝体とする。





【グランドデザイン】から，すべて記載します。　本時の学習との関わりが深い項目は，先頭の印を【◎】にすること。


※【記載する意図】　自らの授業や学級経営等が，学校教育目標の実現にいかなる役割を果たすのかを意識するため。





◎


〇


〇





〇


〇


◎





〇


〇


〇





国語科のみ記載します。※記載にあたっては「指導と評価の一体化」を参考にする。※他教科は，表を削除する。





めあて





まとめ





本時の評価規準の観点に沿って，「概ね満足できる」状況とはどのようなものか，学習活動の様子やノートの記述内容を評価する際の児童生徒の学習状況，児童生徒の考えの記述，姿等を具体的に想定して記述します。振り返りを見取る視点としてキーワードを想定しておくことも考えられます。


※表の体裁（記載方法など）は工夫すること。








